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全体構成

「自然」災害の世界データと傾向、主な概念の理解

主な国際的しくみ： 国連国際防災戦略の兵庫行動枠組(2005-2015)と防災重点研究

気候変動、重要な防災の課題

「自然」災害の世界データと傾向、
主な概念の理解

1980-2010年の世界の大きな自然災害：発生数と傾向

大災害の発生数

地質災害：地震津波等 気象災害：暴風 水災害：洪水等 気候災害：干ばつ等



1980-2010年の世界の大きな自然災害： 全体と保険の傾向

被害額（１０億ドル）

全体損失額（2010年換算） 被保険損失額（2010年換算）

世界の大きな自然災害 1980-2010： 全体損失額の上位10災害

期間 災害 影響地域 死者数

百万米ドル

全体損失 被保険分

カトリーナ

阪神・淡路

四川地震

ノースリッジ

イケ

中国水害

チリ地震

中越地震

アンドリュー

中国水害

世界の大きな自然災害 1980-2010： 被保険損失額の上位10災害

期間 災害 影響地域 死者数

百万米ドル

全体損失 被保険分

カトリーナ

イケ

アンドリュー

ノースリッジ

チリ地震

1991台風

世界の大きな自然災害 1980-2010： 死者数の上位10災害

期間 災害 影響地域 死者数
百万米ドル

全体損失 被保険分

ハイチ地震

インド洋津波

ナルギス

バングラ1991

カシミール地震

四川地震

欧州熱波

ロシア熱波

イラン地震

南米水害



災害リスク軽減（防災）とは何か？

方法と手段からなる概念的枠組み

脆弱性を減らし能力を増やす災害リスクの最小化

持続可能な開発アプローチで危険要因を避けるか制限すること

自然（危険）要因＋影響範囲
脆弱性－（対応）能力

災害リスク

世界の傾向 ー 災害は自然（現象）ではない

社会経済的： 貧困、無計画な成長、リスク認識欠如など

物理的： 不十分な土地利用、危険地域の住宅建設など

自然または人為的な危険要因（ハザード）、気候変動など

生態系悪化と自然資源の枯渇 （マングローブ、湿地など）

危険要因＋極端事象

脆弱性

防災ビジョン： 持続可能な開発に向けたレジリエントな社会構築

持続可能性
の６つの原則

環境の質

経済活力

参加のプロセス

社会・世代間の公平

生活の質災害への抵抗力

地域社会の持続可能性

これまでの災害に対する認識とアプローチ

人々のあきらめ

短期・緊急対応が政策の中心

学術の世界での断片的な知識の伝達



２つの主要文書

自然のハザード、自然でない災害（人災） 世界銀行

2011 世界災害リスク軽減評価報告書

様々な防災政策・対策のコスト便益分析、防災に関する幅広い影響など

２０１１年５月の第３回グローバルプラットフォームで発表、新しいアプローチを含む

主な国際的しくみ： 国連国際防災戦略の
兵庫行動枠組(2005-2015)と防災重点研究

減災 ー 進行中の事項

国際防災の十年

第３回グローバルプラットフォーム、第４回は２０１３年５月１９日－２３日

減災のための国際戦略

国際防災の１０年IDNDR1990-1999を継承する国連総会決議A/54/219により開始

事務局長



第２回世界防災会議WCRD ２００５年１月神戸にて

兵庫行動枠組 2005-2015 (HFA) ： 災害に強い国・コミュニティの構築

期待される成果

３つの戦略目標
５つの優先行動
実行とフォローアップ

今後１０年間でWCDRは、コミュニティや国の災害損失の基本的な削減を目指す。

兵庫行動枠組 2005-2015 （つづき）

３つの戦略目標

持続可能な開発の取組みに減災の観点をより効果的に取り入れる

全てのレベル、特にコミュニティレベルで防災体制を整備し、能力を向上する

緊急対応や復旧・復興段階において、リスク軽減の手法を体系的に取り入れる

http://www.hemri21.jp/21bunmeiseminar/handout/b4081219matsuoka.pdf 訳文

兵庫行動枠組 2005-2015 （つづき）

５つの優先行動

防災を国、地方の優先課題に位置づけ、実行のための強力な制度基盤を確保する

災害リスクを特定、評価、観測し、早期警報を向上する

すべてのレベルで防災文化を構築するため、知識、技術、教育を活用する

潜在的なリスク要因を軽減する

効果的な応急対応のための事前準備を強化する

2015年以降への道すじ

国連防災世界会議
（日本）

閣僚会合・地域会合

第４回グローバル
プラットフォーム

RIO＋２０

閣僚会合・地域会合

2015以降の開発合意
MDG（未定）閣僚会合・地域会合

ハイレベル会合(仙台)

第３回グローバル
プラットフォーム



減災 ー 進行中の事項 （つづき）

次なる挑戦 2015年とそれ以降

より強力なリスク・ガバナンスの仕組み

防災を気候変動適応の緊急な第一段階と認識すること

危険要因をミレニアム開発目標や将来の持続可能な開発目標の基本要求事項とすること

減災 ー 進行中の事項 （つづき）

危険要因の削減を基本的な生態系サービスと認識

住宅、学校事務所の建築安全性

上級機関の指導性の発揮

輸出経済や貿易に依存する国の特に洪水などへの緊急な備え

防災の倫
理的展望

ICSU/ISSC/ISDR災害リスク計画の重点研究：主な質問と反応

科学の進歩にも関わらず、
なぜ被害は増え続けるのか

どの程度世界の災害被害額は
持続可能でない開発の現象で
あり、またその指標となるのか

災害調査の論点

世界のハザード対策や実行能力の向上

事後対応・復興から事前予防・強化・減災へ



気候変動、重要な防災の課題

気候変動と災害リスク

より激しい事象は既に証拠がある（IPCC評価）

海面上昇に対し、人口集中デルタや開発途上島嶼国（SIDS）が最も危険である

３通りの影響 ⅰ）より激しい事象、ⅱ）新しい場所での事象、ⅲ）新しい事象 がある

災害リスクの増加は、基本的に開発の実施に伴い生じる

災害リスク軽減のための気候政策

2007年COP13のバリ行動計画に防災が含まれる

2010年COP16で気候変動対策と防災の合意を確認（合意は前年のCOP15）した

防災は国家の開発計画や気候変動適応計画で有効である

IPCC2012気候変動適応を進めるための極端事象と災害のリスク管理特別報告（SREX）

災害軽減の重要な機会

気候変動と災害は結合

気候地震等に有効 HFA

関係組織はより多く連携



結論としてのいくつかの反省

「自然」災害と言わず「自然ハザード」や「災害」を使う

運動の提唱や政策決定で、健康予防政策を比較参考にする

防災と気候変動適応政策は共通目的がある

減災に焦点をあてる

ありがとうございます


